
 

 

 

                           

令和５年１月 26日発行 

校訓「強く 正しく 最後まで」 

                                児童数 男子 196 人 女子 172 人 計 368 人 

                                              （Ｒ５.１.10現在） 

 

【２月の主な行事予定】 

２日（木） 中学校入学説明会（名中で実施） 

８日（水） 避難訓練（地震・津波想定） 

９日（木） ＰＴＡ理事・評議員会 

１１日（金） 建国記念の日（ ● 祝日） 

１４日（火） 新 1 年生入学説明会 

２１日（火） 授業参観・学級 PTA(高学年) 

２２日（水） 授業参観・学級 PTA(中学年) 

２３日（水） 天皇誕生日（ ● 祝日） 

２４日（金） 授業参観・学級 PTA(低学年) 

 

◇家庭学習強調週間 ＜１日(火)～３日(木)＞ 

◇みんななかよし週間 ＜７日(月)～１０日(金)＞ 

◇歯っぴい週間  ＜１(金)～４日(金)＞ 

 

※ ２月・３月の土曜授業は実施しません。 

※ 特別支援学級の閉級式，学級 PTA は 

３月７日（火）の予定です。 

【２月の生活目標】 
 ☆ 時間や時刻を守ろう。 
【２月の保健・給食目標】 
 ☆ みんなとなかよく遊ぼう。 
 ☆ 食生活を見直そう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
※ 紙面の都合上，各学年男女１位のみ紹介します。 
   
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奄美小 学校だより 

   奄 美 子 

かわなべ青の俳句 
【入選】 ３年 大水流 愛理 
     「いつまでも チヂンがひびく なつのよい」 

「みんななかよし週間」12/1～12/7 
鹿児島県や奄美市でも人権週間がこの時期に設定されていますが，それに合わせてこの期間を設

定しました。各学級で人権標語に取り組んだり，図書室で人権に関する本のコーナーを設けたり，
委員会活動でも発信する活動を行ったりするなど，全校で，人権を大切にする雰囲気を作っていき
ました。 
中でも，人権標語は，どれも言葉の工夫をしながら，友達を思いやる気持ちのこもった作品が数

多くありました。各学級から１点ずつ選出され，購買部前に掲示された標語を以下に紹介します。 
子供たちと一緒に人権について考え，人権意識を共に高めて行けたらと思います。 
 
・ともだちを つよいこころで まもろうよ（１年 まつざき いちか） 
・こまっていたら「だいじょうぶ いっしょにあそぼうね。」と，いうよ。（１年 わきもと さと） 
・ともだちと みんなニコニコ あまみの子（２年 まつもと ゆうま） 
・あなたがやすむと気になるよ あしたはいっしょにあそべるかな（２年 そめや あい） 

・声かけよう だれもひとりぼっちに させないよ（３年 川内 まさや） 
・目の前で 人が見えたら あいさつを（３年 三こし ゆうしん） 
・ゆずりあおう ぼくの気持ちと 君の気持ち（４年 喜島 歩斗） 
・あいさつは ぜんいんにしよう さべつなし（４年 上舘 柚希） 
・聞いてみよう 相手の気持ち 自分の心（５年 池田 蒼） 
・あいさつは 心のあくしゅ わすれずに（５年 宮本 結月） 
・あいさつは 人とのつながりを深める まほうだね（６年 安岡 未來） 
・いやなこと しないでおこう みんな友（６年 作田 怜乃愛） 

鹿児島学習定着度調査，標準学力検査（ＣＲＴ） 

１月 17日(火)と 18日(水)は，５年生の鹿児島学習定着度調査が行われ，翌週の 24日 
(火)と 25日(水)には，全学年で標準学力検査（ＣＲＴ）が実施されました。日頃のテス 

トとは違って，少し戸惑もあったかもしれませんが，「今必要とされている学力がどのく 
らい身に付いているか」，「自分の課題はどんなところか」といったことを確認する機会 
でもあります。 
後日，県や全国との比較を踏まえた結果が出ることとなりますが，点数のみではなく，今後の学

習の目標や取組等を家庭でも話し合う機会にしてみてはいかがでしょうか。 

５年生 「歳の祝い」 
１月 14日（土）土曜授業の日に，５年生の「歳の

祝い」を実施しました。生まれてから 12年ごとの感
謝と次の 12年間の無病息災を祈る伝統的な行事で，
昔はどの家庭でも盛大にお祝いをしたそうです。 
感染予防のため，「三献」や餅つき等を取りやめ，

縮小した形での実施となりましたが，子供たちが夢
を堂々と発表したり，５年生みんなで「いのちの歌」
歌ったりして，保護者の方々など，多くの方にあた

たかく見守られている雰囲気が感じられました。  
もうすぐ，最上級生となる５年生にとっても，奄

美の伝統に触れるいい機会となり，思い出深いもの

となったことと思います。 
保護者の方もたくさん参観してくださり，また，

準備や当日の運営にも御尽力していただきました。
改めて感謝申し上げます。 
 

飛躍の年に 

                                                            校長 中村 勝 

 新年，明けましておめでとうございます。始業式では，元気な子供たちの顔を見て，こちらも元気をもらいま

した。冬休みは充実したお休みになったでしょうか。始業式では，２名の児童が，冬休みに体験したことや３学

期の目標などを立派に発表してくれました。さて，今年はうさぎ年，ウサギのイメージのように，大きくジャン

プをして一人一人が飛躍の年にしてほしいと願っています。また，反対に，粘り強く，失敗にも負けない気持ち

で学習やスポーツに頑張ってほしいところです。子供たちのサポートをよろしくお願い致します。 

 さて，サポートという言葉が思い浮かびましたので，以下は，本の抜粋です。子供たちに接するときに考えて

いきたいと思っていることです。 

 親の役割は何  「子どもの心のコーチング」菅原裕子 著 

・子どもの生活に干渉しすぎ，育つはずの力を育たなくしているときはないか。 

 子どもの成長はめざましく，保護も支配も（乳児の時は必要）必要のない時期がきます。 

・子どもが日々成長するのにそって，親も日々成長し，対応の仕方を変えていくことが大切。ヘルプ（常に手助

け） VS  サポート（できる存在と捉えて，必要な時に手を貸す）どちらが大切か。 

・飢えている人がいたら，魚を釣ってあげますか，釣り方を教えますか。 

 ヘルプの中で育った子は，自分でするべき様々な体験を親に先取りされている。 

・子どもの中には，自立して生きていくために必要な全ての知恵の芽が存在している。サポートが大切。 

・親にできるのは，やるべきことを見せ，できるようになるまで待つことです。 

 叱ることも必要ですし，必要なときのしっかりとしたサポートを大切にしたいと考えます。 

 初日の出 2023 

 今年の元旦は，なんとか初日の出を拝み，奄美小のみんなの健康や活躍をお願いすることができました。 

                                                     

 

                 

７時１９分           ７時２４分         ７時２４分 

                                                  

島くとぅばなんてぃ日記練習（ぜんぜん，なとぅらんばや） 

くんまえ（先日），ワンや墓もーりち（墓参りへ） いきょたんちょ。水ぬコップんきゃ あらとぅりば 近

くぬ うじんきゃぬ くいぬ（声の） 聞かりてぃ きょうたんちょ。「忙しくありょうらんな。」「あげ・・・」 

時々ありょんば 先輩んきゃぬ 島口ぬ 言い方や いっちゃやあち うむゆん くとぅぬ あんちょや。だん

ば（しかし） わんや なま スランプど。 


